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本
年
は
、
伊
万
里
市
制
50
周
年
と
い

う
大
き
な
節
目
の
と
き
を
迎
え
ま
す
。

昭
和
29
年
４
月
に
、
２
町
７
村
の
合

併
に
よ
り
伊
万
里
市
が
誕
生
し
て
以
来
、

石
炭
産
業
の
衰
退
や
大
水
害
な
ど
幾
多

の
試
練
を
乗
り
越
え
、
今
日
で
は
臨
海

部
に
大
規
模
な
工
業
団
地
が
造
成
さ
れ

大
企
業
が
立
地
す
る
と
と
も
に
、
道
路

網
の
整
備
や
市
街
地
の
区
画
整
理
事
業

が
進
む
な
ど
、
伊
万
里
湾
地
域
の
中
核

都
市
と
し
て
の
機
能
と
風
格
を
備
え
た

都
市
へ
と
着
実
な
発
展
を
遂
げ
て
お
り

ま
す
。

今
に
生
き
る
私
た
ち
は
、
こ
の
美
し

い
自
然
に
抱
か
れ
、
素
晴
ら
し
い
歴
史

さ
ら
に
、
国
に
お
い
て
は
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
に
お
い
て
構
造
的
な
改
革
が
推

進
さ
れ
て
お
り
、
特
に
、
地
方
分
権
改

革
に
お
い
て
は
『
地
方
に
で
き
る
こ
と

は
地
方
に
』
の
原
則
の
下
、
三
位
一
体

改
革
が
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
市
町

村
合
併
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
る
な
ど
、

地
方
の
自
主
的
、
自
立
的
な
行
財
政
運

営
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
に
あ
っ
て
は

景
気
の
長
期
低
迷
に
よ
り
税
収
が
減
少

す
る
中
、
国
の
改
革
に
お
い
て
地
方
交

付
税
が
か
つ
て
な
い
大
幅
な
規
模
で
削

減
さ
れ
、
さ
ら
に
、
国
庫
補
助
負
担
金

も
廃
止
、
縮
減
さ
れ
る
な
ど
多
く
の
地

方
自
治
体
の
財
政
は
未
曾
有
の
危
機
的

な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
に
な
い

極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
に
直
面
し
て

お
り
、
こ
の
状
況
を
乗
り
切
る
た
め
に

な
感
染
症
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
と
と

も
に
、
自
衛
隊
の
海
外
派
遣
な
ど
国
際

社
会
に
お
け
る
わ
が
国
の
貢
献
の
あ
り

方
が
問
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
国
内
に

お
い
て
は
、
Ｉ
Ｔ
化
の
急
速
な
進
展
や
、

個
人
の
価
値
観
の
多
様
化
と
と
も
に
、

少
子
高
齢
化
の
著
し
い
伸
展
に
よ
り
持

続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
構
築
に
迫

ら
れ
る
な
ど
、
私
た
ち
は
い
ま
時
代
の

転
換
点
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
経
済
情
勢
は
回
復
に
向
け
た

明
る
い
兆
し
が
一
部
で
は
見
ら
れ
る
も

の
の
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
、

デ
フ
レ
克
服
に
向
け
た
さ
ら
な
る
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

を
築
い
て
き
た
伊
万
里
を
、
21
世
紀
に

お
い
て
豊
か
で
自
立
し
た
地
域
社
会
と

し
て
高
め
、
次
代
へ
と
引
き
継
い
で
い

く
責
務
が
あ
り
ま
す
。

私
は
、
先
人
の
努
力
に
感
謝
し
つ
つ

市
民
参
画
に
よ
る
各
種
事
業
を
通
じ
て

市
制
50
周
年
を
祝
う
と
と
も
に
、
本
年

を
新
た
な
半
世
紀
に
向
け
た
は
じ
ま
り

の
年
と
し
て
位
置
付
け
、
今
一
度
原
点

に
立
ち
か
え
り
、
伊
万
里
市
の
さ
ら
な

る
飛
躍
発
展
に
向
け
、
勇
気
を
持
っ
て

新
た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
ま
い
り

ま
す
。

さ
て
、
現
在
の
社
会
情
勢
は
、
国
外

に
お
い
て
は
テ
ロ
事
件
の
多
発
や
新
た

平成16年度

所信表明

平成16年第１回定例会

毎年３月には、新年度の予算な
どを審議する議会が開かれます。
この議会では、新年度予算など

の審議に先立ち、市長が市政方針
を発表し、一年間の市の方向性を
示します。

今 年 度 の 目 標

住みたいまち伊万里
行きたいまち伊万里

の実現

『
安
心
』『
活
力
』『
発
展
』
の
３
つ
の
視
点
を
も
と
に

新
た
な
発
想
、
市
民
本
位
、
成
果
重
視
の
自
治
体
経
営
を
推
進

伊万里市長

塚部芳和
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ち
伊
万
里
』
を
め
ざ
し
『
安
心
』『
活
力
』

『
発
展
』
の
３
つ
の
視
点
を
も
と
に
、
各

政
策
分
野
に
お
い
て
事
業
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

と
言
わ
れ
る
ハ
ー
ド
事
業
が
た
や
す
く

で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
市

民
と
行
政
の
協
働
と
い
う
形
で
の
ソ
フ

ト
事
業
こ
そ
本
来
の
ま
ち
づ
く
り
で
あ

る
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
民
の
皆
様
と
の
協
働

の
も
と
、
地
域
の
自
然
や
歴
史
な
ど
の

資
源
を
活
用
し
、
伊
万
里
で
暮
ら
し
た

い
、
暮
ら
し
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ

う
な
ま
ち
と
し
て
、
さ
ら
に
は
、
一
度

は
訪
れ
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
な

『
住
み
た
い
ま
ち
伊
万
里
・
行
き
た
い
ま

最
大
限
に
発
揮
し
、
こ
の
難
局
に
立
ち

向
か
う
決
意
で
あ
り
ま
す
。

市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
自
己
決

定
、
自
己
責
任
に
よ
る
自
立
し
た
地
域

社
会
を
形
成
し
て
い
く
た
め
、
引
き
続

き
『
さ
わ
や
か
市
政
』
の
も
と
、
市
民

と
同
じ
目
線
に
立
っ
た
考
え
方
と
前
例

に
と
ら
わ
れ
な
い
新
た
な
発
想
、
市
民

本
位
、
成
果
重
視
の
自
治
体
経
営
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
箱
物

は
、
従
来
の
政
策
や
制
度
を
根
本
か
ら

見
直
し
、
民
間
で
で
き
る
も
の
は
民
間

に
委
ね
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た

新
し
い
行
政
経
営
の
仕
組
み
を
構
築
し
、

簡
素
で
効
率
的
な
自
治
体
経
営
へ
の
転

換
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。私

は
、
こ
の
現
実
を
直
視
し
、
単
に

国
に
頼
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
が
変

革
す
る
意
識
を
持
っ
て
、
今
や
る
べ
き

こ
と
は
何
か
を
考
え
、
職
員
と
と
も
に

知
恵
を
絞
り
、
汗
を
か
い
て
組
織
力
を

▼３つの視点『目玉事業』
『
住
み
た
い
ま
ち
伊
万
里
』『
行
き
た
い
ま
ち
伊
万
里
』

平成16年度の主な取り組み

安 心

活 力

発 展

▼５つのまちづくりプラン

活力とにぎわいのあるまちづくり

人にやさしい健康・福祉のまちづくり

環境にやさしい快適・安全なまちづくり

豊かな個性と文化を育むまちづくり

参加と連携によるまちづくり

産業の振興

都市基盤の整備

生涯健康づくり推進

共に支えあう福祉社会の形成

生活環境の向上

暮らしの安全の確保

生涯学習の推進

地域文化の振興と交流

市民参加の促進

自治体経営の効率化

誰もが『安心』して心豊かに暮らしてい

けるまちづくり・・・・・・・・・・・・・・

各産業の智恵と努力が報われ、若者が定

着する『活力』のある元気なまちづくり・・

市民と行政との協働により自立した地域

社会として『発展』するまちづくり・・・

次
頁
よ
り
『
安
心
』『
活
力
』『
発

展
』
の
３
つ
の
視
点
を
も
と
に
し
た

目
玉
事
業
と
総
合
計
画
で
定
め
た
施

策
の
大
網
に
沿
っ
た
５
つ
の
ま
ち
づ

く
り
プ
ラ
ン
を
具
体
的
に
見
て
い
き

ま
し
ょ
う

・・・・・・・・・・ P.10

・・・・・・・・・・ P.13

・・・・・・・・・・ P.15

・・・・・・・・・・ P.15

・・・・・・・・・・ P.17

・・・・・・・・・・ P.19

・・・・・・・・・・ P.21

・・・・・・・・・・ P.23

・・・・・・・・・・ P.25

・・・・・・・・・・ P.27

P.７

P.６

P.４
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展
す
る
長
寿
・
高
齢
化
社
会
を
見

据
え
、
住
み
よ
さ
を
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
高
齢
者

の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
実

情
に
応
じ
た
介
護
や
保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
依
然
と
し
て
進
行
し
て
い
る

少
子
化
に
対
応
す
る
た
め
、
市
民
と
の

協
働
に
よ
り
現
行
の
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン

を
改
定
し
、
整
備
目
標
や
事
業
量
を
盛

り
込
ん
だ
『
次
世
代
育
成
支
援
地
域
行

動
計
画
』
を
策
定
し
ま
す
。

ま
た
、
保
護
者
の
子
育
て
と
仕
事
の

両
立
支
援
を
強
化
す
る
た
め
一
時
保
育

や
留
守
家
庭
児
童
ク
ラ
ブ
を
拡
大
す
る

と
と
も
に
、
就
学
前
児
童
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
対
す
る
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
新
た
に
助
成
制
度
を
創
設

す
る
な
ど
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
に
努

め
ま
す
。

一
方
、
障
害
者
へ
の
対
応
と
し
て
、

手
話
通
訳
専
門
員
を
福
祉
課
窓
口
に
配

置
す
る
と
と
も
に
、
身
体
が
不
自
由
で

も
ス
ム
ー
ズ
な
乗
降
が
で
き
る
回
転
座

席
の
タ
ク
シ
ー
へ
の
設
置
を
促
進
す
る

な
ど
、
住
む
人
に
と
っ
て
も
、
訪
れ
る

人
に
と
っ
て
も
や
さ
し
い
バ
リ
ア
フ
リ

ー
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、
休
日
に
お
け
る
医
療
や

救
急
告
示
病
院
に
お
け
る
夜
間
の
一
般

救
急
外
来
患
者
に
対
す
る
診
療
体
制
の

確
保
に
努
め
る
な
ど
、
医
療
体
制
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

安
心

誰もが『安心』
して心豊かに暮ら
していけるまちづ
くり

伸 ３つの視点

ま
た
、
高
規
格
救
急
自

動
車
の
導
入
と
と
も
に
、

救
急
救
命
士
を
養
成
す
る

な
ど
、
救
急
救
命
体
制
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
有
田
川
３

号
堰
の
改
修
な
ど
の
防
災

対
策
や
鉛
製
給
水
管
の
取

り
替
え
な
ど
に
よ
る
上
水

道
の
整
備
の
ほ
か
、
交
通

安
全
施
設
や
下
水
道
の
整

備
、
ご
み
の
適
正
な
処
理

な
ど
、
安
全
で
快
適
な
安

ら
ぎ
の
あ
る
生
活
環
境
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

◆次世代育成支援地域行動計画策定事業 【280万円】
市民との協働により、現行のエンゼルプランを改訂し、進行す
る少子化への対応と子育て支援策の充実について検討を進めま
す 【問合先 福祉課】

◆留守家庭児童クラブ管理運営事業 【2,757万円】
仕事などの都合により、昼間保護者のいない家庭の児童
（小学１～３年）に対し、安全な生活の場や遊びの場を提供
し健全な育成を図ります。16年度は市内７か所目となる新
クラブを南波多小学校に開設し、さらなる保護者の子育て
と仕事の両立支援を推進します

【問合先 福祉課】

『安心』の視点で行う！

３

つ

の

視

点

『

安

心

』

主 な 事 業



平成16年度 予算特集号

５ IMARI

◆幼児インフルエンザ予防接種助成事業【新規】【320万円】
小学校就学前児童のインフルエンザ予防接種に要する費用
の一部を助成し、保護者の負担軽減を図ります

【問合先 福祉課】

◆障害者社会参加促進事業【新規】 【673万円】
在宅障害者の自立と社会参加を促進するさまざまな事業を
行うなかで、16年度から新たに手話通訳専門員を市役所福
祉課窓口に配置し、障害者へのサービスの向上を図ります

【問合先 福祉課】

◆タクシーバリアフリー化促進事業【新規】【30万円】
タクシー車両の回転式座席への改造を行う事業に対して、
経費の一部補助を行い、身体障害者がスムーズに乗降でき
るタクシーの配置を推進します 【問合先 福祉課】

◆夜間救急外来診療体制整備事業 【808万円】
救急告示病院における夜間の救急外来診療体制の整備に対
して補助を行い、住民の不測の事故や急病に、迅速かつ適
切に対応できる医療体制の充実を図ります

【問合先 健康づくり課】

◆救急業務高度化資機材緊急整備事業【新規】【3,026万円】
普通救急自動車の更新期に合わせて、高規格救急自動車
（２台目）を導入し、救急救命体制の向上を図ります

【問合先 消防本部】

◆救急救命士養成事業 【436万円】
救急救命体制の充実強化を図るため、高度な救急処置を行
うことができる救急救命救命士２人を養成します

【問合先 消防本部】

◆農業用河川工作物応急対策事業【新規】【5,555万円】
老朽化により劣化している有田川３号地区の可動堰（昭和
59年設置）のシリンダーを改修し、防災対策に努めます

【問合先 農村整備課】

◆鉛製給水管布設替事業 【2,880万円】
老朽化している鉛製給水管を交換し、安全でおいしい水を
供給します

【問合先 水道部】

『安心』の視点で行う！３

つ

の

視

点

『

安

心

』

主 な 事 業
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の
荒
廃
が
進
む
中
で
、
誘
致
企
業
等
と

の
連
携
に
よ
る
間
伐
材
等
の
活
用
を
図

る
た
め
の
施
設
整
備
を
支
援
す
る
な
ど
、

森
林
資
源
の
健
全
な
育
成
に
努
め
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

市
街
地
へ
の
新
た
な
進
入
路
と
な
る
伊

万
里
駅
前
線
の
４
月
供
用
開
始
に
あ
わ

せ
、
伊
万
里
駅
周
辺
地
域
に
お
い
て
区

画
整
理
地
内
の
用
途
地
域
を
見
直
し
、

集
客
力
の
あ
る
土
地
の
利
用
を
促
進
し

ま
す
。

ま
た
、
若
者
が
伊
万
里
に
定
着
で
き

る
、
働
く
場
を
確
保
す
る
た
め
、
厳
し

い
経
済
環
境
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
元

企
業
の
育
成
と
と
も
に
、
道
路
網
の
整

備
な
ど
企
業
の
立
地
環
境
の
向
上
を
図

り
、
優
良
企
業
の
誘
致
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

こ
の
ほ
か
『
さ
わ
や
か
伊
万
里
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
』
を
引
き
続
き
開
催

し
、
市
民
と
直
接
対
話
す
る
こ
と
に
よ

り
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
と

と
も
に
、
個
性
あ
る
人
材
の
育
成
や
コ

活
力

各産業の智恵と
努力が報われ、若
者が定着する『活
力』のある元気な
まちづくり

３つの視点
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ

い
て
は
『
い
の
ち
と
く
ら
し
』
の

根
幹
を
な
す
食
糧
と
そ
れ
を
支
え
る
農

業
、
農
村
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と

な
る
中
、
食
と
農
の
あ
り
方
に
つ
い
て

見
つ
め
直
し
、
生
産
者
と
消
費
者
と
の

交
流
の
場
を
広
げ
地
産
地
消
を
推
進
す

る
な
ど
、
地
域
農
業
の
振
興
に
努
め
ま

す
。ま

た
、
長
期
的
な
木
材
価
格
の
低
迷

等
に
よ
り
、
森
林
施
業
は
停
滞
し
山
林

本

◆地産地消推進事業【新規】 【230万円】
食と農のあり方について見つめ直し、生産者と消費者の交流の場を広
げ地産地消を推進します 【問合先 農林水産課】

◆林業・木材産業構造改革事業【新規】 【6億188万円】
誘致企業等との連携による間伐材等の活用を図るための施設整備を支援し、
森林資源の健全な育成に努めます 【問合先 農林水産課】

◆用途地域見直し事業【新規】 【265万円】
都市計画道路（陣内白野線及び大坪木須線）の法線変更並びに、駅周
辺区画整理事業地区の土地利用の促進、高度利用を促すため、用途地
域の見直しを行います。特に駅周辺区画整理内の用途地域見直しは、
今後の中心市街地の活性化のためのもので、集客力のある土地の利用
促進には欠かせないものです 【問合先 都市開発課】

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
活
性
化

を
図
る
な
ど
、

各
分
野
に
お
い

て
活
力
を
創
出

す
る
施
策
を
展

開
し
、
豊
か
な

市
民
生
活
と
活

気
に
あ
ふ
れ
る

地
域
社
会
の
形

成
に
努
め
ま
す
。

『活力』の視点で行う！

３

つ

の

視

点

『

活

力

』

主 な 事 業
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航
路
が
相
次
い
で
開
設
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
今
後
さ
ら
に
、
行
政
と
民
間
が
一

体
と
な
っ
た
国
内
外
へ
の
ポ
ー
ト
セ
ー

ル
ス
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、

伊
万
里
と
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ

ア
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
国

際
交
易
の
拠
点
と
し
て
の
確
固
た
る
地

位
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
に

お
け
る
規
制
緩
和
を
活
用
し
、
佐
賀
大

学
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
を

核
と
し
て
、
産
学
官
連
携
に
よ
り
知
的

基
盤
の
形
成
と
新
た
な
産
業
の
創
出
に

努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
道
路
網
の
整
備
で
は
、
福

岡
都
市
圏
と
の
時
間
的
距
離
を
短
縮
す

る
西
九
州
自
動
車
道
に
つ
い
て
、
唐

津
・
伊
万
里
道
路
の
用
地
取
得
に
い
よ

い
よ
着
手
す
る
と
と
も
に
、
長
崎
自
動

車
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
な
る
国
道

４
９
８
号
大
坪
バ
イ
パ
ス
（
仮
称
）
や
、

県
道
黒
川
松
島
線
バ
イ
パ
ス
（
仮
称
）

な
ど
基
幹
道
路
網
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

世
紀
に
お
い
て
豊
か
な
地
域
を
築

く
た
め
に
は
、
市
町
村
合
併
等
に

よ
り
強
固
な
行
政
基
盤
を
構
築
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
伊
万
里
・
西
松

浦
地
区
任
意
合
併
協
議
会
に
お
い
て
、

合
併
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を

進
め
ま
す
。

一
方
、
伊
万
里
港
を
活
用
し
た
取
り

組
み
と
し
て
は
、
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ

ル
に
お
い
て
韓
国
・
釜
山
航
路
に
続
き
、

昨
年
11
月
に
念
願
の
中
国
・
大
連
航
路
、

今
年
３
月
に
は
中
国
・
華
南
ラ
ウ
ン
ド

発
展

市民と行政との
協働により自立し
た地域社会として
『発展』するまち
づくり

３つの視点21

◆伊万里港ポートセールス推進事業 【202万円】
中国・大連航路、中国・華南ラウンド航路が相次いで開設され
たことから、今後さらに、行政と民間が一体となった国内外へ
のポートセールスを積極的に展開します【問合先 開発推進課】

◆伊万里・アジアネットワーク事業 【325万円】
総合商社とのタイアップで、伊万里湾や伊万里ブランドなど
を活用したアジアビジネス戦略を策定するとともに、中国を
はじめとするアジアとの人・物の交流を通じて、国際交易の
拠点として確固たる地位を築きます 【問合先 開発推進課】

『発展』の視点で行う！

３

つ

の

視

点

『

発

展

』

こ
の
ほ
か
、
市
民
と
の

協
働
に
よ
り
市
制
50
周
年

を
祝
う
記
念
事
業
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
新
た
に

『
食
』
を
切
り
口
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
や
『
住
み
た
い

ま
ち
伊
万
里
・
行
き
た
い

ま
ち
伊
万
里
』
づ
く
り
に

向
け
た
調
査
事
業
等
に
取

り
組
む
な
ど
、
本
年
を
新

た
な
半
世
紀
に
向
け
た
は

じ
ま
り
の
年
と
し
て
位
置

づ
け
、
伊
万
里
市
の
さ
ら

な
る
発
展
に
向
け
、
全
力

を
傾
注
し
ま
す
。

主 な 事 業
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◆市町村合併対策事業 【1,094万円】
21世紀において豊かな地域を築くためには、市町村合併な
どにより強固な基盤を構築する必要がありますので、議会
との緊密な連携のもとに、合併のあり方などについて協議
を進めていきます

【問合先 合併対策課】

◆知的基盤形成事業【新規】 【112万円】
構造改革特別区域計画における規制緩和を活用し、佐賀大
学海洋エネルギー研究センターを核として、産学官連携に
より知的基盤の形成と新たな産業の創出に努めます

【問合先 企画政策課】

◆食を活かしたまちづくり事業【新規】 【72万円】
ゆめづくり事業で取り組まれている『伊万里食三昧』や『伊万里
お菓子まつり』など、市民レベルでの『食』に対する機運が高ま
る中、市においても『食』を活かしたまちづくりの基本計画を設
定し、スローフードや地産地消のまちづくりをめざします

【問合先 男女協働・まちづくり課】

◆住みたいまち伊万里・行きたいまち伊万里構築事業
【新規】 【300万円】
本年を新たな半世紀に向けたはじまりの年として位置づけ
『住みたいまち伊万里・行きたいまち伊万里』づくりに向
けた調査事業などに取り組みます

【問合先 企画政策課】

◆西九州自動車道建設促進事業 【90万円】
地元との調整や予算獲得のための提案活動を行い、西九州
自動車道（唐津伊万里道路、伊万里道路、伊万里松浦道路）
の建設促進を図ります

【問合先 国道港湾対策課】

◆国道498号整備促進事業 【18万円】
地元調整や関連機関との調整および要望を行い、大坪バイパ
スや国道498号の整備促進を図ります

【問合先 国道港湾対策課】

『発展』の視点で行う！
３

つ

の

視

点

『

発

展

』

主 な 事 業
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平成16年度予算のポイント!

基
本
的
な
考
え
方
を
ご
説
明
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
本
市
の
財
政

状
況
は
、
冒
頭
で
も
ご
説
明
い
た

し
ま
し
た
よ
う
に
、
歳
入
財
源
が

か
つ
て
な
い
規
模
で
減
少
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、
年

度
間
の
財
源
調
整
と
し
て
活
用
し

て
き
た
財
政
調
整
基
金
の
残
高
も

大
幅
に
減
少
す
る
な
ど
、
極
め
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
財
政
の
健

全
性
を
将
来
に
わ
た
り
確
保
し
て

い
く
た
め
に
は
、
簡
素
で
効
率
的

基
本
的
な
考
え
方
を
ご
説
明
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
本
市
の
財
政

状
況
は
、
冒
頭
で
も
ご
説
明
い
た

し
ま
し
た
よ
う
に
、
歳
入
財
源
が

か
つ
て
な
い
規
模
で
減
少
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、
年

度
間
の
財
源
調
整
と
し
て
活
用
し

て
き
た
財
政
調
整
基
金
の
残
高
も

大
幅
に
減
少
す
る
な
ど
、
極
め
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
財
政
の
健

全
性
を
将
来
に
わ
た
り
確
保
し
て

い
く
た
め
に
は
、
簡
素
で
効
率
的

基
本
的
な
考
え
方
を
ご
説
明
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
本
市
の
財
政

状
況
は
、
冒
頭
で
も
ご
説
明
い
た

し
ま
し
た
よ
う
に
、
歳
入
財
源
が

か
つ
て
な
い
規
模
で
減
少
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、
年

度
間
の
財
源
調
整
と
し
て
活
用
し

て
き
た
財
政
調
整
基
金
の
残
高
も

大
幅
に
減
少
す
る
な
ど
、
極
め
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
財
政
の
健

全
性
を
将
来
に
わ
た
り
確
保
し
て

い
く
た
め
に
は
、
簡
素
で
効
率
的

基
本
的
な
考
え
方
を
ご
説
明
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
本
市
の
財
政

状
況
は
、
冒
頭
で
も
ご
説
明
い
た

し
ま
し
た
よ
う
に
、
歳
入
財
源
が

か
つ
て
な
い
規
模
で
減
少
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、
年

度
間
の
財
源
調
整
と
し
て
活
用
し

て
き
た
財
政
調
整
基
金
の
残
高
も

大
幅
に
減
少
す
る
な
ど
、
極
め
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
財
政
の
健

全
性
を
将
来
に
わ
た
り
確
保
し
て

い
く
た
め
に
は
、
簡
素
で
効
率
的

基
本
的
な
考
え
方
を
ご
説
明
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
本
市
の
財
政

状
況
は
、
冒
頭
で
も
ご
説
明
い
た

し
ま
し
た
よ
う
に
、
歳
入
財
源
が

か
つ
て
な
い
規
模
で
減
少
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、
年

度
間
の
財
源
調
整
と
し
て
活
用
し

て
き
た
財
政
調
整
基
金
の
残
高
も

大
幅
に
減
少
す
る
な
ど
、
極
め
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
財
政
の
健

全
性
を
将
来
に
わ
た
り
確
保
し
て

い
く
た
め
に
は
、
簡
素
で
効
率
的

基
本
的
な
考
え
方
を
ご
説
明
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
本
市
の
財
政

状
況
は
、
冒
頭
で
も
ご
説
明
い
た

し
ま
し
た
よ
う
に
、
歳
入
財
源
が

か
つ
て
な
い
規
模
で
減
少
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、
年

度
間
の
財
源
調
整
と
し
て
活
用
し

て
き
た
財
政
調
整
基
金
の
残
高
も

大
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か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
市
政
の
運
営
に
あ
た

っ
て
は
、
特
に
職
員
の
意
識
改
革

と
業
務
の
あ
り
方
の
見
直
し
や
改

善
を
基
本
と
し
て
『
市
民
と
行
政

の
協
働
』
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と

に
努
め
、
職
員
は
も
と
よ
り
市
民

の
皆
様
の
英
知
を
結
集
し
、
一
丸

と
な
っ
て
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え

て
い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

な
行
財
政
構
造
に
早
急
に
転
換
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
市
政
の
運
営
に
あ
た

っ
て
は
、
特
に
職
員
の
意
識
改
革

と
業
務
の
あ
り
方
の
見
直
し
や
改

善
を
基
本
と
し
て
『
市
民
と
行
政

の
協
働
』
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と

に
努
め
、
職
員
は
も
と
よ
り
市
民

の
皆
様
の
英
知
を
結
集
し
、
一
丸

と
な
っ
て
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え

て
い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

な
行
財
政
構
造
に
早
急
に
転
換
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
市
政
の
運
営
に
あ
た

っ
て
は
、
特
に
職
員
の
意
識
改
革

と
業
務
の
あ
り
方
の
見
直
し
や
改

善
を
基
本
と
し
て
『
市
民
と
行
政

の
協
働
』
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と

に
努
め
、
職
員
は
も
と
よ
り
市
民

の
皆
様
の
英
知
を
結
集
し
、
一
丸

と
な
っ
て
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え

て
い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

な
行
財
政
構
造
に
早
急
に
転
換
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
市
政
の
運
営
に
あ
た

っ
て
は
、
特
に
職
員
の
意
識
改
革

と
業
務
の
あ
り
方
の
見
直
し
や
改

善
を
基
本
と
し
て
『
市
民
と
行
政

の
協
働
』
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と

に
努
め
、
職
員
は
も
と
よ
り
市
民

の
皆
様
の
英
知
を
結
集
し
、
一
丸

と
な
っ
て
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え

て
い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

な
行
財
政
構
造
に
早
急
に
転
換
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
市
政
の
運
営
に
あ
た

っ
て
は
、
特
に
職
員
の
意
識
改
革

と
業
務
の
あ
り
方
の
見
直
し
や
改

善
を
基
本
と
し
て
『
市
民
と
行
政

の
協
働
』
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と

に
努
め
、
職
員
は
も
と
よ
り
市
民

の
皆
様
の
英
知
を
結
集
し
、
一
丸

と
な
っ
て
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え

て
い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

市民と行
政の協働

!

英知の結集！

平成16年度当初予算額

一般会計
207億6,400万円

特別会計
185億4,528万円

企業会計
39億6,846万円

【財源の確保】
●各部門に対し財源の枠配分を行う
●各種事務事業や補助金の見直しなど、行政経費の削減に取
り組む

●市長など特別職の給料並びに職員の管理職手当の減額
【予算編成】
●市民サービスに直接結びつく施策に重点配分
●新たなまちづくりに向かってのソフト事業や特色ある施策
を盛り込む

メリハリのある

工夫をこらした予算編成
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活力とにぎわいの
あるまちづくり

産
業
の
振
興

５つのまちづくりプラン牛
海
綿
状
脳
症
（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）
や
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
な
ど
、
農
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
若
い
農
業
者
や
子
ど
も
た
ち

が
夢
と
未
来
を
描
け
る
、
活
力
あ
る
農

業
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

ま
ず
、
市
場
対
応
型
農
業
の
推
進
で

は
、
水
田
・
園
芸
農
業
に
お
い
て
機
械

の
導
入
や
施
設
化
を
促
進
す
る
な
ど
、

生
産
性
の
向
上
や
高
品
質
化
を
図
る
と

と
も
に
、
新
規
作
物
の
導
入
や
加
工
品

の
開
発
を
行
う
生
産
グ
ル
ー
プ
の
研
究

を
支
援
す
る
な
ど
、
収
益
性
の
高
い
安

定
し
た
農
業
経
営
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

交
流
型
農
業
の
推
進
で
は
『
食
』
へ

の
関
心
が
高
ま
る
中
、
消
費
者
に
対
し

地
域
農
産
物
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
『
畑
の
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン
』
を

定
期
的
に
開
催
す
る
な
ど
、
生
産
者
と

消
費
者
の
交
流
を
図
り
、
地
産
地
消
を

推
進
し
ま
す
。

農
村
環
境
の
整
備
で
は
、
中
山
間
地

域
に
お
い
て
農
業
者
自
ら
が
取
り
組
む

生
産
基
盤
や
農
村
の
生
活
環
境
の
整
備

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
家
畜
ふ
ん
尿

を
適
切
に
処
理
す
る
た
め
資
源
循
環
型

の
た
い
肥
化
施
設
の
整
備
を
支
援
す
る

な
ど
、
景
観
や
環
境
の
保
全
に
努
め
ま

す
。

市民一人ひとりが豊かな生活を送ることが

できる地域社会の形成をめざし、地域経済の

活性化と都市機能の拡充に努めます

■
農
業
の
振
興

◆新世紀さが水田農業経営確立対策事業 【2,103万円】
米、麦、大豆を組み合わせた収益性の高い水田農業経営を確立するた
め、生産の低コスト化や作業の効率化に役立てる農業機械などの導入
経費および事業の推進活動に対して補助を行い、市場対応型農業を推
進します 【問合先 農林水産課】

◆新山村振興等農林漁業特別対策事業【新規】 【3,423万円】
伊万里市農協が松浦バイパス沿いに整備する農産物直売施設の整備費に対し
補助を行います。この施設の活用によって、より一層の生産者と消費者の交
流を図り、市場対応型農業を推進します 【問合先 農林水産課】

◆中山間地域等直接支払交付金事業 【2億399万円】
中山間地域において、農業生産条件の不利を補正し、耕作放棄地の発
生を防止するとともに、農業、農村が有する水源涵

かん

養
よう

、洪水防止など
の多面的機能の維持増進を図るため、交付金を交付し、農村環境の整
備を図ります 【問合先 農林水産課】

農業の振興

活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

主 な 事 業
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■
林
業
の
振
興

林
道
の
開
設
な
ど
生
産
基
盤
を
整
備

す
る
こ
と
に
よ
り
、
森
林
資
源
の
適
正

な
維
持
管
理
を
促
進
し
、
国
土
保
全
や

水
源
涵か

ん

養よ
う

な
ど
森
林
が
有
す
る
多
面
的

機
能
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

波
多
津
漁
港
に
お
い
て
物
揚
場
や
排

水
路
を
整
備
す
る
な
ど
、
漁
港
施
設
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
漁
業
資
源
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

■
水
産
業
の
振
興

◆林道整備事業 【1,188万円】
県代行事業として整備を進めている林道の用地測量を行うとともに、
用地を購入することにより、森林資源の適正な維持管理を促進し、国
土保全や水源涵

かん

養
よう

など森林が持っている多面的機能の維持に努めます
【問合先 農林水産課】

◆森林を守る交付金事業 【1,895万円】
森林が持っている多面的な機能を発揮するため、森林施業実施に不可
欠な地域活動を支援します

【問合先 農林水産課】

活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

林業の振興

◆波多津漁港改修事業 【7,030万円】
昭和40年代に施行した個所のコンクリートの劣化および鋼管杭の腐食
が進行しているため、漁港区域内の道路および物揚場を改築し、漁港
施設の充実を図ります

【問合先 農林水産課】

◆波多津港みなと祭り支援事業【新規】 【20万円】
市制50周年を記念して、従来のイベントに加え『漁港の変遷パネル展』
や『魚のつかみ取り』などにかかる費用に対して補助を行い、水産業
の振興を図ります

【問合先 農林水産課】

水産業の振興

主 な 事 業

主 な 事 業
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伊
万
里
銀
天
街
協
同
組
合
が
実
施
す

る
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
消

費
者
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え
た
魅
力

あ
る
個
店
の
形
成
を
促
す
な
ど
、
中
心

商
店
街
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。◆商店街空き店舗活用事業 【110万円】

伊万里銀天街協同組合が行う空き店舗を活用したチャレンジシ
ョップを支援し、中心商店街の活性化に努めます

【問合先 商工観光課】

◆商店街駐車場確保支援事業 【40万円】
消費者にとってより魅力的な商店街をめざすために、商店街で
発行している無料買物駐車券の交付額の一部を補助します

【問合先 商工観光課】

■
商
業
の
振
興

活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

商業の振興

■
工
業
の
振
興

本
市
出
身
者
、
縁
故
者
か
ら
な
る
ふ

る
さ
と
伊
万
里
応
援
団
を
16
年
度
は
中

京
地
区
に
お
い
て
も
立
ち
上
げ
、
企
業

立
地
の
前
提
と
な
る
情
報
の
収
集
、
人

脈
の
堀
り
起
こ
し
を
強
化
し
、
市
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら
に
推
進
し
、
な

お
一
層
の
企
業
誘
致
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
佐
賀
大
学
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
産
学
官
の
連

携
に
よ
り
、
新
た
な
産
業
の
創
出
に
努

め
る
ほ
か
、
中
小
企
業
が
行
う
新
技
術

や
新
製
品
の
開
発
へ
の
支
援
な
ど
、
地
場

産
業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

工業の振興

◆新商品等開発支援事業 【180万円】
市内の中小企業が行う新商品などの開発に要する経
費の一部を助成し、地場産業の振興に努めます

【問合先 商工観光課】

◆ふるさと伊万里応援団事業 【180万円】
本年度は、ふるさと伊万里応援団を中京地区においても立ち
上げ、立地勧奨のための情報収集、発信の強化に努め、企業
誘致活動を積極的に展開します

【問合先 企業誘致推進課】

主 な 事 業

主 な 事 業
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陶
磁
文
化
や
伊
万
里
梨
、
伊
万

里
牛
と
い
っ
た
観
光
資
源
の
さ
ら

な
る
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
市

制
50
周
年
を
記
念
し
伊
万
里
川
河

川
敷
に
お
い
て
水
上
薪
能
を
開
催

す
る
な
ど
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
充

実
を
図
り
、
観
光
客
の
誘
致
に
努

め
ま
す
。

ま
た
、
長
寿
の
代
名
詞
と
も
な

っ
て
い
る
鶴
と
亀
に
あ
や
か
り
、

東
山
代
町
の
長
浜
干
拓
に
飛
来
す

る
鶴
と
伊
万
里
湾
の
天
然
記
念
物

カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
通
称
ハ
チ
ガ
メ
を

『
ツ
ル
カ
メ
の
ま
ち
伊
万
里
』『
長

寿
の
ま
ち
伊
万
里
』
と
し
て
の
観

光
資
源
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
引

き
続
き
越
冬
地
と
し
て
の
条
件
整

備
を
行
い
鶴
の
飛
来
を
促
し
ま

す
。財

団
法
人
黒
澤
明
文
化
振
興
財

団
に
よ
っ
て
建
設
計
画
が
進
め
ら

れ
て
い
る
黒
澤
明
記
念
館
に
つ
い

て
は
、
従
来
の
観
光
施
設
的
な
内

容
に
加
え
、
新
た
に
映
画
技
術
者

の
養
成
施
設
や
学
術
的
な
映
画
研

究
施
設
な
ど
が
追
加
さ
れ
た
複
合

文
化
施
設
へ
と
大
幅
な
見
直
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
新
た
な
構

想
、
計
画
へ
の
国
、
県
な
ど
の
支

援
に
つ
い
て
働
き
か
け
を
行
う
な

ど
、
記
念
館
建
設
を
促
進
し
ま
す
。

◆市制50周年記念事業 水上薪能開催事業【新規】【500万円】
伊万里津の往時のにぎわいや文化を再現する水上薪能を８月の『どっ

ちゃん祭り』の前夜祭として開催し、観光客の更なる誘致に努めます
【問合先 商工観光課】

◆ツル越冬事業 【40万円】
観光資源等として活用するために、長浜干拓地において、ツルの越冬

地としての環境整備を行います 【問合先 農林水産課】

■
観
光
の
振
興

市
民
生
活
や
経
済
活
動
の
基
盤
と
し

て
、
都
市
計
画
道
路
大
坪
木
須
線
や
陣

内
白
野
線
等
の
整
備
を
は
じ
め
、
生
活

関
連
道
路
の
改
良
を
引
き
続
き
推
進
す

る
な
ど
、
道
路
網
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

バ
ス
路
線
に
つ
い
て
は
、
通
勤
、
通

学
者
や
高
齢
者
な
ど
地
域
住
民
の
交
通

手
段
と
し
て
効
率
的
な
運
行
に
努
め
る

と
と
も
に
、
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た

め
、
16
年
度
内
の
運
行
を
め
ざ
し
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
調
査
研
究
を
進
め
ま

す
。 ■

道
路
・
交
通
体
系
の

整
備

都
市
基
盤
の
整
備

道路・交通体系の整備

◆地方特定道路整備事業 【1億4,200万円】
都市計画道路大坪木須線および陣内白野線を整備するために、用地の測量などを行います

【問合先 都市開発課】

◆コミュニティバス運行調査事業【新規】 【10万円】
市民の利便性の向上を図るため、平成16年度内の運行をめざし、コミュニティバスの調査研究を進め
ます 【問合先 商工観光課】

活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

主 な 事 業

主 な 事 業
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地
籍
調
査
に
お
い
て
事
業
の
期
間
短

縮
を
図
る
た
め
、
一
筆
地
調
査
の
一
部

を
民
間
に
委
託
す
る
ほ
か
、
引
き
続
き

法
定
外
公
共
物
で
あ
る
里
道
や
公
有
水

面
の
調
査
を
行
い
、
国
か
ら
の
移
管
を

進
め
ま
す
。

■
土
地
利
用
の
適
正
化

■
地
域
情
報
化
の
推
進

情
報
格
差
の
是
正
を
図
る
た
め
、
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
の
未
整
備
地
区
へ
の

拡
張
に
つ
い
て
地
元
や
関
係
機
関
と
の

協
議
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
内
の
事

業
者
や
市
民
が
開
設
し
て
い
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
サ
イ
ト
を
地
域
情
報
と
し
て
効

率
的
に
発
信
す
る
た
め
、
統
括
の
窓
口

と
し
て
の
機
能
を
持
つ
「
ま
る
ご
と
伊

万
里
」
市
民
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
構
築

し
ま
す
。

◆地籍調査事業 【2億5,245万円】
大川町の一部の地籍図、地籍簿作成と一筆地調査、現地測量を行います。
また、事業の期間短縮を図るため一筆地調査の一部を民間に委託します

【問合先 地籍調査課】

◆法定外公共物譲与申請調査事業 【800万円】
法定外公共物である里道や水路について譲与申請のための調査を行い、国
からの移管を進め、土地の利用の適正化に努めます【問合先 土木管理課】

◆「まるごと伊万里」市民ポータルサイト構築事業
【新規】 【100万円】
市内の事業者や市民が開設しているホームページサイトを
地域情報として効率的に発信するため、統括の窓口として
の機能を持つ市民ポータルサイトを構築し、インターネッ
ト活用の利便性向上を図ります 【問合先 情報推進課】

活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

■
港
湾
機
能
の
整
備

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
飽
和
状
態

に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
、
中
国
・
大
連
港

と
の
定
期
航
路
の
開
設
に
よ
り
週
３
便

運
航
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
増
加
す
る
貨

物
へ
の
対
応
が
で
き
な
く
な
る
た
め
、

ふ
頭
や
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
拡
張
な
ど
、

港
湾
施
設
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

■
水
資
源
の
開
発

◆井手口川ダム建設促進事業 【108万円】

◆水道水源開発施設整備事業（井手口川ダム建設負担金） 【3,360万円】
水没予定者の生活再建策や建設予定地の地域振興策について県や地元関係者と協議、調整を行いなが

ら、県営井手口川ダムの建設を促進し、水道事業（第９次拡張）の水源確保に努めます
【問合先 開発推進課・水道部】

◆長浜浄水場導水管布設事業 【1,341万円】
第３工業用水道の水源である伊万里川表流水の高濁度対策として、長浜ダム貯留水を一時的に代替利
用するための専用導水管を布設し、工業用水の安定供給に努めます

【問合先 水道部】

上
水
道
の
水
源
と
な

る
県
営
井
手
口
川
ダ
ム

の
整
備
を
促
進
す
る
た

め
、
水
没
予
定
者
の
生

活
再
建
策
や
建
設
予
定

地
の
地
域
振
興
策
に
つ

い
て
県
や
地
元
関
係
者

と
の
協
議
、
調
整
を
行

い
ま
す
。

ま
た
、
第
３
工
業
用

水
道
の
水
源
で
あ
る
伊

万
里
川
表
流
水
の
高
濁

度
対
策
と
し
て
、
緊
急

時
に
長
浜
ダ
ム
貯
留
水

を
一
時
的
に
代
替
利
用

す
る
た
め
の
専
用
導
水

管
を
布
設
す
る
な
ど
、

工
業
用
水
の
安
定
供
給

に
努
め
ま
す
。

主 な 事 業

主 な 事 業

主 な 事 業
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子どもを安心して健やかに産み育てること
ができるとともに、すべての市民が生涯を通
じて健康で心豊かな生活を送ることができる
地域社会の形成に努めます

生
涯
健
康
づ
く
り
推
進

増
加
傾
向
に
あ
る
生
活
習
慣
病
の
予

防
の
た
め
食
生
活
の
改
善
な
ど
の
啓
発

活
動
に
努
め
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の

介
護
予
防
の
た
め
、
運
動
や
趣
味
を
生

か
し
た
生
き
が
い
づ
く
り
教
室
の
開
催

な
ど
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
１
歳
６

か
月
児
健
診
で
保
護
者
の
歯
科
検
診
な

ど
を
同
時
に
行
い
歯
科
保
健
事
業
の
充

実
に
努
め
る
な
ど
、
生
涯
を
通
じ
た
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

■
保
健
サ
ー
ビ
ス
の

向
上

主 な 事 業

共
に
支
え
あ
う

福
祉
社
会
の
形
成

17
年
度
に
予
定
し
て
い
る
老
人
保
健

福
祉
計
画
お
よ
び
介
護
保
険
事
業
計
画

の
改
訂
に
向
け
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
な

ど
を
把
握
す
る
た
め
の
実
態
調
査
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
重
度
の
痴
呆
性
高

齢
者
等
で
身
寄
り
が
な
く
必
要
な
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
人
に

対
し
、
成
年
後
見
人
等
が
選
任
で
き
る

よ
う
支
援
を
行
う
な
ど
、
高
齢
者
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
長
寿
社
会
の
構
築
に

努
め
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
の
充
実

◆成年後見制度利用支援事業【新規】 【27万円】
身寄りの無い重度痴呆性高齢者等が成年後見制度を利
用できるように市が後見等の開始に係る審判の請求を
行うとともに、制度利用に必要な経費を支援し、対象
者の権利を擁護します

【問合先 長寿社会課】

◆介護予防・地域支え合い事業 【298万円】
高齢者が健康で生き生きとした生活を送れるよう次の事業を実施します
『骨密度測定・健康相談事業』、『生きがいづくり教室事業』、『痴呆介護教室事業』、『転倒骨折予防運
動教室事業』、『食生活改善地区組織活動推進事業』 【問合先 健康づくり課】

◆むし歯予防等対策事業【新規】 【48万円】
歯科の２大疾患であるむし歯と歯周疾患を予防するために、従来から実施しているフッ素洗口事業と
併せ１歳６か月児健診時に幼児・保護者の歯科検診・歯科相談を行い、幼児期から成人期まで継続し
た歯科保健事業を実施し、生涯を通じた歯の健康づくりを推進します 【問合先 健康づくり課】

人
に
や
さ
し
い
健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

人にやさしい健康
・福祉のまちづくり

５つのまちづくりプラン

高齢者福祉の充実

◆介護保険推進事業 【388万円】
高齢者の多様化するニーズを把握する
ための実態調査等を行い、次期介護保
険事業計画策定に役立てます

【問合先 長寿社会課】

主 な 事 業
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■
子
育
て
支
援
の
充
実

新
た
に
南
波
多
保
育
園
で
一
時
保
育

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
留
守
家
庭
児

童
ク
ラ
ブ
の
開
所
時
間
を
30
分
延
長
す

る
な
ど
、
保
護
者
の
子
育
て
と
仕
事
の

両
立
支
援
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
乳
児
に
対
す
る
本
の
読
み
聞

か
せ
を
通
じ
て
親
子
の
絆
を
深
め
る
た

め
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
に
新
た
に
取
り

組
む
な
ど
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
健

全
な
育
成
を
図
り
ま
す
。

◆市制50周年記念事業 ブックスタート事業【新規】
【138万円】

乳児に対する絵本などの読み聞かせを通じて親子の絆を深
めるためのブックスタートに取り組み、次代を担う子ども
の健全な育成を図ります

【問合先 市民図書館】

■
障
害
者
（
児
）
福
祉
の

充
実

障
害
者
自
ら
が
選
択
し
契
約
し
た
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
支
援
費
制
度
の
適

切
で
円
滑
な
実
施
に
努
め
る
と
と
も
に
、

施
設
へ
の
通
所
が
困
難
な
重
度
の
身
体

障
害
者
が
家
庭
で
入
浴
で
き
る
よ
う
訪

問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
む
な
ど
、

多
様
な
福
祉
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
努
め

ま
す
。

ま
た
、
在
宅
の
障
害
者
を
対
象
と
し

た
生
活
訓
練
な
ど
と
し
て
、
点
字
教
室

や
パ
ソ
コ
ン
教
室
な
ど
を
開
催
し
、
障

害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
促
進
し
ま
す
。

◆身体障害者訪問入浴サービス事業【新規】
【325万円】

デイサービス事業所などで入浴サービスを受けるこ
とが困難な重度身体障害者の居宅を訪問し、入浴サ
ービスを行います

【問合先 福祉課】

障害者福祉の充実

◆障害者小規模通所授産施設支援事業 【2,200万円】
在宅心身障害者が通所し、自立に向けた職業訓練などを行う施設
を運営する社会福祉法人に対し、補助を行います
・身体障害者（国見の里）
・知的障害者（桑梓舎）

【問合先 福祉課】

◆子育て支援センター管理運営事業 【514万円】
乳幼児を対象に、子育て相談業務や子育てサークルの支援
を行うとともに、保護者の就労形態の多様化に伴い、一時
保育・休日保育事業を実施し、子育てと就労の両立の支援
を行います

【問合先 福祉課】

子育て支援の充実

人
に
や
さ
し
い
健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

主 な 事 業

主 な 事 業
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生
活
環
境
の
向
上

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
と
し
て
市
営
住

宅
の
屋
外
階
段
に
手
す
り
を
設
置
す
る

な
ど
、
安
全
で
住
み
や
す
い
居
住
環
境

の
整
備
に
努
め
ま
す
。

市民一人ひとりが安心して暮らせるまちづ
くりをめざし、自然環境の保全に配慮しなが
ら、豊かな自然と共生した潤いと安らぎのあ
る生活環境の整備を進めます

環
境
に
や
さ
し
い
快
適
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

■
公
園
・
緑
地
の
整
備

◆都市公園整備事業 【2億8,080万円】
市民に親しまれる公園をめざして整備を進め
ている伊万里ファミリーパーク（仮称）にお
いて、長期的視点での計画見直しを行うとと
もに、豊かな自然に調和した園路や芝生広場
などの整備に取り組みます

【問合先 都市開発課】

■
住
宅
の
整
備

◆市営住宅手摺
す

り設置事業【新規】 【250万円】
入居者の安全性・利便性の向上を図るため、市営住宅(３階以上の中層耐火
構造)の屋外階段に手すりを設置し、安全で住みやすい居住環境の整備に努
めます

【問合先 建設課】

■
上
水
道
の
整
備

第
９
次
拡
張
事
業
と
し
て
、
民
営
の

二
里
町
福
母
地
区
の
簡
易
水
道
を
上
水

道
給
水
区
域
に
組
み
込
む
た
め
の
配
水

施
設
等
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
鉛
製

給
水
管
解
消
基
本
計
画
に
基
づ
き
鉛
製

給
水
管
の
布
設
替
え
を
16
年
度
か
ら
年

次
的
に
実
施
す
る
ほ
か
、
浦
ノ
崎
簡
易

水
道
に
お
い
て
配
水
管
の
老
朽
化
に
伴

う
改
良
工
事
を
行
う
な
ど
、
上
水
の
安

定
供
給
に
努
め
ま
す
。

◆簡易水道統合整備事業 【1億2,731万円】
第9次拡張事業として、簡易水道を上水道給水区域に組み
込むための配水施設等を整備し、上水の安定供給に努め
ます（福母・川西・古賀地区） 【問合先 水道部】

◆浦ノ崎簡易水道老朽配水管改良事業【1,219万円】
維持管理に支障をきたしている浦ノ崎簡易水道の配水管
の改良を行います 【問合先 水道部】

環境にやさしい快適
・安全なまちづくり

５つのまちづくりプラン
公園・緑地の整備

住宅の整備

主 な 事 業

主 な 事 業

主 な 事 業
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環
境
に
や
さ
し
い
快
適
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
本
年
４
月
か

ら
家
庭
用
の
電
気
冷
凍
庫
に
つ
い
て
も

再
商
品
化
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
市
民
へ
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も

に
、
小
売
業
者
に
よ
る
収
集
な
ど
を
促

進
す
る
ほ
か
、
ク
リ
ー
ン
伊
万
里
市
民

協
議
会
に
お
い
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る

伊
万
里
「
環わ

の
里
」
計
画
を
は
じ
め
、

市
民
団
体
が
行
う
自
主
的
、
主
体
的
な

ご
み
の
排
出
抑
制
と
再
資
源
化
な
ど
の

実
践
活
動
を
支
援
し
、
資
源
循
環
型
社

会
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
水
処
理
施
設
の
増

設
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
公
共
用
水

域
の
水
質
保
全
と
快
適
な
生
活
環
境
を

確
保
す
る
た
め
、
公
共
下
水
道
や
農
業

集
落
排
水
の
整
備
区
域
に
お
い
て
水
洗

化
率
の
一
層
の
向
上
に
努
め
る
ほ
か
、

そ
の
他
の
区
域
に
お
い
て
は
、
合
併
処

理
浄
化
槽
の
設
置
を
支
援
す
る
な
ど
、

下
水
道
等
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

◆農業集落排水事業 【1億948万円】
宿地区と井手野地区に供用している農業集落排水の維持管理を行い、地域の快適な生活環境を確保します

【問合先 農村整備課】

◆合併処理浄化槽設置整備事業 【2,032万円】
公共下水道や農業集落排水整備地区ではない区域に対し、合併処理浄化槽の設置を支援することにより、
快適な生活環境の確保に努めます

【問合先 生活環境課】

資源リサイクルの向上

◆家庭用電動生ごみ処理機器購入費補助事業 【30万円】

◆環境保全創造住民活動支援事業 【300万円】
リサイクル推進およびごみ減量化対策の一環として､市民団体な
どが行う自主的、主体的なごみの排出抑制と再資源化などの実
践活動を支援し、資源循環型社会の構築に努めます

【問合先 生活環境課】

◆資源ごみ回収奨励事業 【633万円】

◆ごみ集積所整備費補助事業 【119万円】

◆公共下水道事業 【25億1,299万円】
快適な生活環境を確保するために、下水道の整備、維持管理を
行います。また、16年度は浄化センターの水処理施設増設に
着手します 【問合先 下水道課】

下水道の整備
■
下
水
道
の
整
備

■
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の

向
上

主 な 事 業

主 な 事 業
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環
境
に
や
さ
し
い
快
適
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

暮
ら
し
の
安
全
の
確
保

■
消
防
・
救
急
の
充
実

防
災
フ
ェ
ア
や
地
域
に
お
け
る
防
火

研
修
会
を
開
催
し
、
市
民
の
防
火
意
識

の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
消
防
団
の

積
載
車
を
更
新
す
る
な
ど
、
消
防
体
制

の
整
備
に
努
め
ま
す
。

◆防災フェア実施事業 【31万円】
11月に『防災フェア』を開催し、市民の防火・防災意識の高揚
を図ります

【問合先 消防本部】

◆非常備消防車両等整備事業 【368万円】
市民の安全な暮らしを守る防災活動に必要な消防団小型動力ポ
ンプ付積載車を更新し、消防体制の整備に努めます

【問合先 消防本部】

防火・救急の充実

平成13年度に確保した埋立容量が平
成15年９月で満杯になっていること
から最終処分場に新たな埋立容量を
確保するため、堰堤築造工事および
管理道路等の整備を行います

【問合先 生活環境課】

■
廃
棄
物
処
理
へ
の

対
応

環
境
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
施
設
の
適

正
な
運
用
や
維
持
管
理
に
よ
り
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
な
ど
の
発
生
抑
制
に
努
め
る

ほ
か
、
最
終
処
分
場
の
堰え

ん

堤て
い

を
築
造
す

る
こ
と
で
埋
立
容
量
を
確
保
し
、
焼
却

灰
へ
の
覆
土
に
よ
り
飛
散
を
防
止
す
る

な
ど
、
ご
み
の
適
正
な
処
理
に
努
め
ま

す
。

■
環
境
美
化
・
衛
生
の

向
上◆旧火葬場解体事業 【2,200万円】

伊万里･有田地区衛生組合で整備を進めて
いる新火葬場『やすらぎ斎苑』の４月開
所に伴い、現火葬場施設を解体し、新火葬
場の駐車場などの用地として売却します

【問合先 生活環境課】

◆環境センター管理運営事業 【2億4,212万円】
施設の適正な運用や維持管理を行い、ダイオキシン類な
どの発生抑制など、ごみの適正な処理に努めます

【問合先 生活環境課】

◆環境センター最終処分場整備事業【新規】
【1,400万円】

主 な 事 業

主 な 事 業

主 な 事 業
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市
民
生
活
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

災
害
時
に
住
民
が
迅
速
か
つ
的
確
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を

活
用
し
土
砂
災
害
の
危
険
度
情
報
を
提

供
す
る
な
ど
、
情
報
通
信
体
制
の
整
備

を
図
る
ほ
か
、
白
野
川
の
河
川
改
修
な

ど
を
進
め
災
害
の
未
然
防
止
に
努
め
ま

す
。

◆都市基盤河川改修事業
【6,900万円】

白野川の河川改修を行い、災害の未然防止に努めます
【問合先 建設課】

◆ため池災害防止事業
【751万円】

国庫補助対象外の小規模なため池の補修工事を行います
・大川町宿柳田地区
・南波多町原屋敷はえの元第１地区

【問合先 農村整備課】

高
齢
者
が
か
か
わ
る
事
故
が
依
然
と

し
て
増
加
し
て
い
る
た
め
、
引
き
続
き

高
齢
者
に
重
点
を
置
い
た
交
通
安
全
教

室
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
通
学
路
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
波
多
津
町
浦

地
区
の
波
浦
橋
に
歩
道
橋
を
整
備
す
る

な
ど
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
進
め

安
全
な
交
通
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま

す
。

■
防
災
対
策
の
充
実

■
交
通
安
全
の
確
保

交通安全の確保

◆交通安全施設整備事業 【1,683万円】
浦地区の波浦橋に歩道橋を整備し、通学路の安全を確保する
など、交通安全施設の整備を進め、安全な交通社会の実現を
めざします 【問合先 土木管理課】

◆交通安全教育事業 【15万円】
高齢者がかかわる事故が依然として増加しているため、高齢
者が利用している電動歩行補助車などの正しい乗り方などに
ついて指導し、正しい交通ルールを学ぶ交通安全教室を開催
します 【問合先 総務課】

防災対策の充実

環
境
に
や
さ
し
い
快
適
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

主 な 事 業

主 な 事 業
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豊
か
な
個
性
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

市民の価値観の多様化に対した生涯学習体
制を構築するとともに、固有の歴史や伝統、
文化を継承し、市民一人ひとりが生涯にわた
り心豊かに暮らすことができる地域社会づく
りに努めます

生
涯
学
習
の
推
進

■
生
涯
学
習
社
会
の
形
成

新
た
に
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計

画
の
策
定
に
取
り
組
み
、
自
主
的
な
読

書
を
促
す
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
ほ

か
、
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
計

画
を
指
針
と
し
て
各
種
学
習
機
会
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
に
よ
る
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
施
設
整
備
に
着
手
す
る
と
と
も

に
、
山
代
東
小
学
校
の
屋
外
運
動
場
な

ど
の
整
備
や
、
大
川
小
学
校
と
南
波
多

中
学
校
へ
空
調
設
備
を
設
置
す
る
ほ
か
、

大
坪
小
学
校
の
プ
ー
ル
の
ろ
過
設
備
の

改
修
な
ど
、
安
全
で
潤
い
の
あ
る
教
育

環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

■
学
校
教
育
の
充
実

◆学校給食センター整備事業【新規】 【1,540万円】
最新鋭の設備機器を備え、衛生管理の徹底した新たな給食セン
ターを建設するために、ＰＦＩ手法（民間資金活用などによる
公共施設などの整備）を活用し、地産地消や食教育などへ対応
した効果的効率的運営をめざします

【問合先 体育保健課】

◆山代東小学校建設事業 【6,692万円】
施設の老朽化などに伴い平成14・15年度で屋内運動場、校舎
を改築しており、本年度は屋外運動場の全面整備およびプール
のリニューアルを行います

【問合先 教育総務課】

豊かな個性と文化
を育むまちづくり

５つのまちづくりプラン

学校教育の充実

生涯学習の形成

◆子どもの読書活動推進計画策定事業【新規】 【15万円】
国の基本方針（子どもの読書活動推進に関する法律）に基づいて、計
画書を策定し、子どもの成長に合わせた適切な読書指導や、いつでも
本に接することのできる環境作りを行います
※本年度に計画書を策定し、今後目標達成に向け努力していきます

【問合先 市民図書館】

主 な 事 業

主 な 事 業
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豊
か
な
個
性
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

子
ど
も
の
郷
土
や
自
然
に
対
す
る
愛

着
心
を
育
て
る
た
め
、
自
然
体
験
活
動

や
郷
土
学
習
な
ど
の
拡
充
に
努
め
る
と

と
も
に
、
地
域
と
連
携
し
て
環
境
浄
化

活
動
等
に
取
り
組
む
な
ど
、
心
豊
か
で

た
く
ま
し
い
青
少
年
の
育
成
を
推
進
し

ま
す
。

■
青
少
年
の
健
全
育
成◆市制50周年記念事業 ジュニア体験伊万里学講座開催

事業【新規】 【25万円】
今まで10年間継続してきた『伊万里学』の理念を一層浸透させ、
郷土を愛する心を喚起するため、小学生を対象とした体験学習主
体の『ジュニア体験伊万里学講座』を開催します

【問合先 生涯学習課】

◆子ども週末活動支援事業 【65万円】
完全学校週５日制の施行に伴い土曜日などにおける子どもの居場
所、活動拠点の確保および余暇時間を活用した体験活動を実施し、
心豊かでたくましい青少年の育成を推進します

【問合先 生涯学習課】

移
転
改
築
を
進
め
て
い
る
松
浦
公
民

館
が
４
月
に
開
館
す
る
ほ
か
、
各
公
民

館
に
お
い
て
市
民
の
多
様
化
す
る
学
習

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
習
機
会
の
提
供
に

努
め
、
市
民
の
学
習
活
動
を
促
進
し
ま

す
。 ■

社
会
教
育
の
推
進

◆松浦公民館建設事業 【3,600万円】
施設の老朽化に伴い、多様化する住民の学習活動やバリアフリー
社会に対応できる施設を建築するもので、平成15年度に公民館本
館の建築および外構工事を行っており、本年度は体育館改修、駐
車場整備等を行います 【問合先 生涯学習課】

社会教育の推進

◆社会教育講座事業 【98万円】
家庭教育学級・女性学級・高齢者学級など対象別に講座を開設
し、今日的課題などに関する学習機会を提供することにより、多
様な社会教育活動の総合的な推進を図ります

【問合先 生涯学習課】

青少年の健全育成

主 な 事 業

主 な 事 業
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豊
か
な
個
性
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

全
て
の
市
民
が
気
軽
に
参
加
で
き
る

よ
う
体
力
や
年
齢
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

競
技
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
招
待
高
校
野
球
大
会
を
引
き
続
き
開

催
す
る
ほ
か
、
全
国
各
地
か
ら
の
参
加

が
見
込
め
る
『
〜
焼
き
物
の
里
〜
伊
万

里
国
際
ロ
マ
ン
ウ
オ
ー
ク
２
０
０
４
』

な
ど
の
開
催
や
、
19
年
度
に
佐
賀
県
で

開
催
さ
れ
る
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
の
受
け
入
れ
に
向
け
た
準
備
を
進

め
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流

人
口
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

◆市制50周年記念事業 ～焼き物の里～伊万里国際ロマンウオー
ク2004開催事業【新規】 【180万円】
老若男女誰もが気軽に参加できる健康ウオークを、市民総参加の健康づく
りの一環として開催します。また、全国のウオーキングファンへ呼びかけ、
伊万里を広くアピールします

【問合先 体育保健課】

同
和
問
題
を
は
じ
め
と
し
た
人
権
問

題
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、
引

き
続
き
、
教
育
・
啓
発
活
動
を
推
進
し

ま
す
。

地
域
文
化
の
振
興
と
交
流

■
市
民
文
化
活
動
の
推
進

『
い
ま
り
浪
漫
大
学
』
な
ど
市
民
自

ら
が
文
化
意
識
の
向
上
を
め
ざ
し
て
企

画
、
運
営
す
る
活
動
や
、
本
年
11
月
に

本
市
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
『
県

民
ふ
る
さ
と
文
化
祭
』
へ
の
支
援
な
ど
、

市
民
の
文
化
活
動
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
博
物
館
・
美
術
館
構
想
の
具
現

化
に
向
け
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

市民文化活動の推進

◆いまり浪漫大学支援事業 【72万円】
市民の暮らしに豊かさをもたらす講演会の開催や地域の文化活動
の発表を行うことで、地域社会の融和と活性化を図り、浪漫の風
薫る新しい地域文化を創造します 【問合先 生涯学習課】

◆博物館・美術館構想研究事業【新規】
【38万円】

博物館・美術館建設具現化の方向性を見いだすた
めに、市民との協働によるフォーラムや企画展を
開催し、伊万里にふさわしい博物館・美術館につ
いて考えます 【問合先 生涯学習課】

■
人
権
教
育
の
推
進

◆招待高校野球大会支援事業 【90万円】
高校球児の技術力向上、意識改革を図るととも
に、市民に見るスポーツの場の提供を目的とす
る招待高校野球大会の開催に補助をします

【問合先 体育保健課】

スポーツ・レクリエー
ションの振興

主 な 事 業

主 な 事 業
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昨
年
９
月
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
た

大
川
内
鍋
島
窯
跡
の
将
来
的
な
保
存
整

備
と
活
用
策
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

伊
万
里
・
鍋
島
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て

鍋
島
の
企
画
展
を
開
催
す
る
な
ど
、
文

化
財
の
顕
彰
に
努
め
ま
す
。

■
文
化
財
の
保
護
と
継
承

文化財の保護と継承

◆鍋島ギャラリー管理運営事業 【523万円】
伊万里市駅ビル内の『伊万里・鍋島ギャラリー』において鍋島の特別展
を開催するなど、焼き物を通して伊万里市の持つ歴史や文化を紹介して
いきます

【問合先 生涯学習課】

◆史跡大川内鍋島窯跡保存整備事業【新規】 【54万円】
史跡大川内鍋島窯跡全域の保存を図るために保存整備委員会を設置し、
整備計画を策定するとともに、その計画に沿って年次的に史跡地の公有
化や環境整備を行うもので、本年度は委員の選定と、第１回目の委員会
を開催します 【問合先 生涯学習課】

長
年
の
友
好
交
流
で
築
き
上
げ
て
き

た
中
国
・
大
連
市
と
の
相
互
信
頼
の
証

を
後
世
に
伝
え
る
交
流
事
業
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
引
き
続
き
公
務
研
修
生
、

農
業
研
修
生
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
大

連
市
と
の
友
好
交
流
を
深
め
て
い
き
ま

す
。 ■

国
際
交
流
の
展
開

国際交流の展開

◆市制50周年大連市友好交流事業【新規】 【250万円】
市制50周年を契機として、両市にとって後世に残る『友好交流の
証』となる交流事業を行うことで、さらにつながりを深め、さらな
る友好交流の進展と経済交流・協力を中心とした新しい形の発展を
めざします

【問合先 男女協働・まちづくり課】

◆大連市公務研修生受入事業 【190万円】
◆大連市農業研修生受入事業 【124万円】

【問合先 男女協働・まちづくり課】

豊
か
な
個
性
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

主 な 事 業

主 な 事 業



平成16年度 予算特集号

25 IMARI

市民との協働による簡素で効率的な行政運
営の確立に努め、自立した地域社会の形成を
めざします

市
民
参
加
の
促
進

個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
に
努

め
る
と
と
も
に
、
行
政
文
書
の
情
報
公

開
請
求
に
対
応
す
る
た
め
、
文
書
の
整

理
や
管
理
を
図
る
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
よ
り
、
迅
速
な
情
報
の
公
開

と
提
供
に
努
め
ま
す
。

■
情
報
公
開
の
推
進

市
民
の
目
線
に
立
っ
た
行
政
運
営
を

推
進
す
る
た
め
、
引
き
続
き
直
接
市
民

の
皆
さ
ん
と
対
話
す
る
『
さ
わ
や
か
伊

万
里
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
』
や
出
前

講
座
を
開
催
し
、
市
民
の
声
を
市
政
に

反
映
さ
せ
ま
す
。

■
広
報
公
聴
機
能
の
充
実

参
加
と
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

参加と連携による
まちづくり

５つのまちづくりプラン

広報公聴機能の充実

情報公開の推進

◆市民相談事業 【260万円】
市民生活のなかで起こるさまざまな問題に対し、弁護士をはじ
め専門相談員を配置するとともに、情報の収集・提供を行い、
市民サービスの向上を図ります

【問合先 情報推進課】

◆広報発行事業 【1,246万円】
市民に行政情報などを提供する手段として『広報伊万里』や
『市役所だより』を発行します。また、行政への市民参加を推
進するため、市民記者制度の充実を図り、見やすく親しみやす
い紙面づくりに努めます

【問合先 秘書課】

◆情報公開事業 【55万円】
市民の知る権利を保障して、市民の市政参加を促進し、公平で
より開かれた市政の実現をめざすとともに、個人の権利・利益
を保護します

【問合先 情報推進課】

主 な 事 業

主 な 事 業
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男
女
協
働
参
画
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

『
い
ま
り
プ
ラ
ザ
』
を
中
心
に
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
す
る
な
ど
啓
発
活
動
に
取
り

組
み
、
男
女
協
働
参
画
を
推
進
し
ま
す
。

■
男
女
協
働
参
画
社
会

の
形
成

◆男女協働参画懇話会『いまりプラザ』運営事業 【99万円】
男女協働参画行政に関し、市民各層の意見を取り入れる『いまりプラザ』
を開催し、主体的に事業推進に参画する人材の育成に努めます

【問合先 男女協働・まちづくり課】

◆男女協働参画推進事業 【79万円】
男女協働参画基本計画に基づいた地域での啓発運動に取り組み、男女協
働参画の早期実現をめざします

【問合先 男女協働・まちづくり課】

参
加
と
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

男女協働参画社会の形成

■
市
民
と
行
政
の
協
働

『
伊
万
里
の
食
を
豊
か
に
』
を
テ
ー
マ

と
し
た
『
伊
万
里
食
三
昧
』
や
『
西
九

州
凧
あ
げ
大
会
』
な
ど
の
市
民
自
ら
企

画
し
実
行
す
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
本
市
独
自
の
映
画

文
化
の
情
報
の
発
信
源
と
し
て
定
着
し

た
『
伊
万
里
・
黒
澤
映
画
祭
』
を
引
き

続
き
支
援
す
る
な
ど
、
市
民
と
行
政
の

協
働
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

◆市制50周年記念事業 伊万里食三昧開催事業【新規】
【82万円】

伊万里の『食と農』の魅力を市内外にＰＲすることにより地産
地消の定着拡大を図ります

【問合先 農林水産課】

◆21世紀市民ゆめづくり計画支援事業 【508万円】
市民と行政の協働による新しい伊万里、楽しい夢のあるまちづ
くりを実現するために、市民から夢づくり計画やアイデアを募
集して支援を行います

【問合先 男女協働・まちづくり課】

市民と行政の協働

主 な 事 業主 な 事 業

主 な 事 業
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上
下
水
道
料
金
に
係
る
事
務
の
効
率

化
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
た
め
、
上

下
水
道
収
納
事
務
の
一
元
化
を
図
る
と

と
も
に
、
予
算
の
執
行
管
理
な
ど
の
さ

ら
な
る
効
率
化
に
向
け
て
更
新
し
た
財

務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
有
効
活
用
を
図
る

な
ど
、
業
務
の
合
理
化
、
効
率
化
を
推

進
し
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
毎
週
火
曜
日
の
窓

口
業
務
の
時
間
延
長
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
住
所
の
移
動
が
集
中
す
る
３
月

末
と
４
月
初
め
の
土
曜
日
、
日
曜
日
に

も
窓
口
業
務
を
実
施
す
る
ほ
か
、
戸
籍

の
請
求
か
ら
交
付
ま
で
の
待
ち
時
間
を

短
縮
す
る
た
め
、
新
た
に
戸
籍
の
電
算

化
に
着
手
す
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
一

層
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

自
治
体
経
営
の
効
率
化

■
行
政
運
営
の
効
率
化

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
自
主
財

源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
行
政

評
価
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
市
民
が
真

に
望
む
事
業
や
政
策
目
標
の
達
成
に
効

果
が
高
い
事
業
に
財
源
や
人
材
を
重
点

的
、
効
率
的
に
配
分
す
る
な
ど
、
健
全

な
財
政
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
健
全
な
財
政
運
営

◆戸籍電算化事業【新規】 【408万円】
現戸籍および附票のデータ化、除籍および改製原戸籍のイメージ化を行うことにより、戸籍の作
成、戸籍謄抄本・附票の検索・作成から交付までの所要時間の短縮を図り、サービスの一層の充
実に努めます（※債務負担行為額 平成17～21年度 １億9,957万円） 【問合先 市民課】

◆民間企業等体験研修事業【新規】 【17万円】
民間企業などの接客や顧客サービスの考え方、企業的な経営センスなどの導入を図るため、職員
の派遣研修を行います 【問合先 総務課】

◆新財務会計システム運用事業 【2,066万円】
予算の編成、執行や契約管理等の総合的な運用により、業務の効率化を推進するとともに、行政
評価システムとの連動により、民間経営感覚に立った新しい行政経営をめざします

【問合先 情報推進課】

※債務負担行為 数年度にわたる建設工事や土地の購入など、後の年度において経費の支出の義務
（債務）を負う契約を結ぶことです

◆行政評価システム導入事業 【398万円】
厳しい財政状況の中、行政評価システムを活用して市民が真
に望む事業や政策目標の達成に効果が高い事業に財源や人材
を重点的、効率的に配分し、健全な財政運営に取り組みます

【問合先 企画政策課】

参
加
と
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

27 IMARI

市民と行政の協働 主 な 事 業

主 な 事 業
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長
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社

会
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市

民

課

人
権
・
同
和
対
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課

監

理

室

開

発

推

進

課

合

併

対

策

課

財

政

課

企

画

政

策

課

監

理

室

検
査
監
・
技
術
監

市

民

セ

ン

タ

ー

市
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編

さ

ん

室

情

報

推

進

課

税

務

課

総

務

課

秘

書

課

監

理

室

男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課

企
業
誘
致
推
進
係

商
工
振
興
係

観
光
係

土
地
改
良
係

農
村
環
境
整
備
係

農
政
企
画
係

営
農
流
通
係

林
務
水
産
係

社
会
福
祉
係

保
護
係

子
育
て
支
援
室

保
健
予
防
係

健
康
推
進
係

医
療
保
険
係

介
護
給
付
係

高
齢
福
祉
・
介
護
認
定
係

生
活
環
境
係

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

窓
口
係

記
録
管
理
係

年
金
係

人
権
・
同
和
対
策
係

隣
保
館

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

開
発
係

合
併
対
策
係

財
政
係

管
財
係

企
画
係

事
務
管
理
係

情
報
推
進
係

市
民
サ
ー
ビ
ス
係

管
理
係

市
民
税
係

固
定
資
産
税
係

職
員
係

行
政
係

秘
書
係

広
報
係

保
育
園(

６)

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

母
子
生
活
支
援
施
設

児
童
セ
ン
タ
ー

基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

分
室(

４)

出
張
所(

８)

（
福
祉
事
務
所
）

市 長

助 役

平成16年４月１日現在
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伊万里市行政機構図
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